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技柿本新に対する労働者の態度正生活環境Pの関慌については， 次の論土を事照¥0Daniel Pe 
cant“The Worker and the Community" in A. Touraine Ced.) Workers Attitudes to Tech 
nical Chage， 1965. 
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たとえば， 自動車産業においては， 67年にクヲイ λラーがノレーツを買収し，
それによってアメリカ系資本が50%以上のシェアを獲得することになった。そ
れに対抗Lて" 68年にはイギリ九の二大民族資本系企業， BMHとレイラン
20) r部分労働者たちが失うものは，彼らに対立して資本のうちに集積される。JK マルクス， wマ
ルクス=ユンゲルス圭集』第四巻aW資本論』第一巻，大月書官， 473ベージ。
21) Royal Commission，噌.at.. p. 48 
22) 清水嘉浩『現代イギリス資本主義論』日本評論社， 1971午， 23へージ。
技術革新と制限的慣行 (89) 89 
ド・モーターが合併L， BLMCを設立した23)。これは，我が国で言えば， ト
ヨタと日産の合併に相当する大奇併だった。
また，電機産業においては， 67年に GECがAEI~買収 L，イギリス最大
の電機メ カーとなったのに続いて， 68年にはGECがイギリ月第二の電機メ
ーカーである EEと一合併した2心。
またョ化学産業では，大独占企業である 1C 1が， 1960年代半ばから急激に
投資を拡大した。 1963年までの年間投資額は 5，000-6，000万ポンドだったが，











































技術省 (Ministryof Technology) を新設し，工業技術研究のセンターとし，




のホワイトカヲ 労働』下巷I 190-19氾へー ジa
27) 伊東光晴地編.前掲書， 18ベー シ。
28) 向上， 32へー ジ。
技術革新と制限的慣行 (91) 91 
デ Yトン報告(1968年)，スワ γ報告 (1968年)， C B 1報告 (197C年〉等と
してまとめられTこ叩。
さらには，後に詳しく見るように，生産性交渉の推進機関でもあった物価所
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98 (98) 第四6巻第l号
統制力を保持したいという欲求があった。というのは，労働条件や直接の作業
工程を，自分の意志の及ばない人格ゃあるいは没人格的制度によって強制され
るならば，彼らは無力感をいだかぎるを得ないからである。このような心理は，
イギリプ、における伝統的階級対立の与在によってより強固なものとなる。
直接的作業工程に対する統告と，収入十休暇などの労働条件に対する統制jと
は区別しなければならない。前者は労働過程そのものに対する統制であり，後
者は労働の販売価格に対する統制jである。生産性協約の後も職場の労働者に上
って根強く維持されようとする慣行は， どちらかと言えば前者の側面の強い場
合である。というのは，それはしばしば賃令の多少の上昇には代えがたい社会
的自己確認や心現的満足等と強く結びついているからである。
また，労働条件や直接的作業工程に対する統制は，個々の労働者の心理に基
くのみならず，作業集団という一種の共同体と企業との対抗関係に基いている。
すなわち，企業の持つ価値感や倫理感と，作業集団のもっそれとの対立が，作
業集団をして自主的な統制を行わしめるのである。そして，その対立において，
作業集団の持つ価値感や倫理感はしばしば企業の外にある地域社会や職業社会，
労働組合，さらには労働者階級に共通の価値感や倫理感に根ざしている。
さて，本稿では1960年代のイギリスを中心に制限的慣行の要因をいくつかの
側面から分析してきた。それによって， 50年代の後半から始まった，技術革新，
経営革新およびそれに伴う社会的価値感等の変動の中で，労働が受けて来た様
様な圧力の一端を見ることができた。このような圧力は，今もマイクロ・エレ
クトロニクスやバイオ・テクノロジ一等の発達によりさらに多様で強力なもの
になりつつある。そう遠くない将来，労働がその形態においても人聞の生活に
占める位置や役割においても，これまでとは全く異ったものになっている可能
性は誰も否定できないだろう。労働が如何に変化し，それが労働者，消費者と
しての人間に如何なる意味を持っていたかの分析は，労働の未来を考える上で
も重要である。
(1984年10月脱稿〉
